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【写真】白銀の世界を駆け抜ける
　　　町民スキー大会クロスカントリーの部（おじろスキー場）

　1月 25 日、おじろスキー場で開催され
た第 4回香美町民スキー大会クロスカン
トリーの部。選手は雪化粧したアップダ
ウンのある林間コースを、力強く駆け抜
けていました。
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平
成
17
年
４
月
に
香
美
町
が
誕
生
し
て
か
ら
４
年
が
た

と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
直
後
、
新
し
い
尺
度
と
さ
れ
た
「
実
質
公
債
費
比

率
」
で
28
・
８
％
と
厳
し
い
財
政
状
況
が
顕
在
化
し
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
４
年
間
は
財
政
の
健
全
化
に
道
筋
を
つ
け

な
が
ら
、
新
し
い
香
美
町
づ
く
り
を
進
め
、
そ
の
方
向
に

つ
い
て
一
応
の
目め

ど途
を
つ
け
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
の
町
政
の
方
向
を
決
め
る
に
あ
た
り
、
１

月
28
日
か
ら
31
日
に
か
け
て
、
各
区
ご
と
に
町
政
懇
談
会
を

開
催
し
て
、
４
年
間
の
取
り
組
み
と
今
後
の
方
向
に
つ
い
て

説
明
し
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

４　

活
力
あ
る
福
祉
社
会
の
創
造

　

①
少
子
化
対
策

　

・
若
者
定
住
促
進
奨
励
金
制
度
の
制
定

　

・
結
婚
・
出
産
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
送
付

　

･
出
産
・
子
育
て
支
援
の
充
実

　

②
高
齢
者
対
策

　

・
し
い
の
き
学
園
、
い
こ
い
の
里
な
ど

　
　

の
高
齢
者
生
き
が
い
生
活
の
支
援

　

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
む
ら
お
か

　
　

こ
ぶ
し
園
」
や
香
住
病
院
介
護
老
人

　
　

保
健
施
設
「
ゆ
う
す
げ
」
の
整
備

　

③
団
塊
の
世
代
誘
導
対
策

　

・
香
住
山
手
分
譲
地
の
整
備
に
よ
る
団

　
　

塊
の
世
代
誘
導
対
策

５　

ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
も
つ
青
少
年
の

　

育
成

　

①
学
校
教
育
の
充
実

　

・
村
岡
区
３
中
学
校
の
統
合
（
村
岡
・

　
　

兎
塚
・
射
添
）

　

②
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進

６　

町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

　

づ
く
り
運
動
の
推
進

　

①
香
り
高
く
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
運
動

　
　

の
推
進

　

②
香
美
町
い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り
運
動

　
　

の
推
進

　

③
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動

　

④
さ
く
ら
植
樹
事
業

７　

幹
線
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

　

①
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

　

・
香
住
道
路
や
農
免
農
道
整
備
（
村
岡

　
　

〜
宿
）、
余
部
鉄
橋
架
替
工
事
な
ど　

　

②
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

　

・
携
帯
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
不

　
　

通
地
域
の
解
消

　

平
成
21
年
度
に
向
け
て　

新
し
い
香
美
町
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
年
間
を
振
り
返
っ
て　

町
政
懇
談
会
を
開
催

▲村岡老人福祉センターにて

１　

財
政
健
全
化

　

①
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
計
画
的

　
　

改
革

　

・
財
政
運
営
の
安
定
化
（
基
金
の
確
保
）

　

・
実
質
公
債
費
比
率
引
き
下
げ

　

②
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
集
中
的

　
　

改
革

　

・
人
件
費
の
削
減

　

・
未
利
用
公
有
財
産
の
売
却

　

・
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し

　

・
香
住
病
院
の
経
営
改
善

２　

多
彩
な
資
源
を
活
か
し
た
観
光
対
策
の
推
進

　

①
海
と
山
の
豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た

　
　

観
光
振
興

　

・
し
お
か
ぜ
香
苑
の
整
備

　

・
山
陰
海
岸
の
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
認

　

4
年
間
の
取
り
組
み

　

今
後
の
取
り
組
み

１　

財
政
の
健
全
化

　

①
実
質
公
債
費
比
率
の
25
％
以
下
へ
の

　
　

早
期
引
下
げ

　

②
地
域
振
興
基
金
の
創
設

　

③
下
水
道
接
続
の
推
進

２　

観
光
対
策

　

①
「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
認
証
の
実
現

　

②
四
季
型
観
光
へ
の
転
換

　

③
余
部
「
道
の
駅
」
の
整
備

３　

産
業
振
興

　

①
漁
業
・
水
産
加
工
業
の
活
性
化

　

②
但
馬
牛
増
頭
対
策

　

③
農
・
商
工
連
携

　

④
特
産
農
産
物
の
育
成

　

⑤
森
林
の
整
備

４　

福
祉
・
教
育

　

①
少
子
化
対
策
の
拡
充

　

②
前
期
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進

　

③
学
校
耐
震
化
へ
の
取
組
み

５　

地
域
対
策

　

①
小
規
模
集
落
対
策
の
推
進

　

②
野
生
鳥
獣
対
策
の
強
化

６　

社
会
基
盤
の
整
備

　

①
幹
線
道
路
の
整
備
促
進

　

②
情
報
通
信
の
拡
充

　

③
山
手
住
宅
用
地
の
分
譲
促
進

　

④
上
水
道
浄
水
場
施
設
の
整
備

　
　

証
の
取
組
み

　

・
四
季
型
観
光
の
推
進
（
山
の
祭
典
「
但

　
　

馬
牛
・
食
ま
つ
り
」
の
開
催
ほ
か
）

　

②
都
市
と
の
交
流

　

・
尼
崎
市
、
門
真
市
と
の
交
流

　

・
吹
田
市
と
の
新
た
な
交
流
（
フ
レ
ン

　
　

ド
シ
ッ
プ
交
流
調
印
）

　

③
余
部
鉄
橋
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

３　

山
と
海
と
の
特
色
あ
る
産
業
の
振
興

　

①
農
業
・
畜
産
業
の
振
興
と
地
産
地
消

　
　

の
推
進

　

・
村
岡
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化

　

・
カ
ニ
殻
と
牛
ふ
ん
を
使
っ
た
ブ
レ
ン

　
　

ド
堆
肥

　

・
野
生
鳥
獣
対
策
の
推
進

　

②
漁
業
・
水
産
加
工
業
の
振
興

　

・
燃
油
高
騰
対
策

　

③
小
規
模
集
落
対
策
の
推
進
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各
会
場
の
主
な
質
問
や
意
見
を
紹
介
し
ま

す
。
紙
面
の
都
合
上
、
す
べ
て
の
内
容
を
掲

載
し
て
い
ま
せ
ん
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
小
代
区

１
月
28
日　

小
代
区
総
合
セ
ン
タ
ー

【
町
道
整
備
】

問　

町
道
に
は
、
き
つ
い
カ
ー
ブ
や
見
通

し
の
悪
い
場
所
、
大
型
の
車
が
ス
ム
ー
ズ

に
通
行
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
改
良

は
で
き
な
い
の
か
。

答　

国
の
補
正
予
算
に
よ
る
公
共
事
業
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。
町
内
各
所
の
要
望

も
聞
い
て
い
ま
す
。
１
箇
所
に
集
中
す
る

こ
と
な
く
、
少
し
で
も
多
く
の
箇
所
を
改

良
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。（
町
長
）

【
野
生
鳥
獣
対
策
】

問　

サ
ル
の
被
害
が
後
を
絶
た
な
い
。
個
体

数
を
減
ら
す
方
策
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
。

答　

サ
ル
を
捕
獲
し
て
も
引
き
取
り
手
が

な
い
た
め
、
処
分
が
困
難
な
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。
可
能
な
対
策
は
ど
し
ど
し
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
、
現
在
、
先
進
的

な
事
例
が
な
い
か
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
内
容
が
ま
と
ま
っ
た
ら
、
対

策
協
議
会
で
協
議
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。（
町
長
）

●
村
岡
区

１
月
30
日　

村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
】

問　

石
油
か
ら
で
は
な
く
動
植
物
か
ら
生

ま
れ
た
有
機
性
の
資
源
（
バ
イ
オ
マ
ス
）

を
使
っ
た
環
境
対
策
と
ご
み
の
減
量
化
に

取
り
組
ん
で
は
。

答　

香
美
町
は
森
林
資
源
が
豊
富
な
町
で

す
の
で
、
木
材
を
原
料
と
し
た
燃
料
の
使

用
を
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
村
岡

地
域
局
玄
関
に
ペ
レ
ッ
ト
（
木
の
削
り
か

す
な
ど
で
で
き
た
燃
料
）
を
使
う
ス
ト
ー

ブ
を
設
置
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
広
域
の
ご
み
処
理
施
設
が
豊
岡

市
竹
野
町
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。
ご
み
の
輸
送
に
は
従
来
よ
り
も

コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
現
在
よ

り
も
さ
ら
に
細
か
く
分
別
し
、
ご
み
の
減

量
化
、
再
資
源
化
に
取
組
み
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

運
動
も
一
層
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。（
町
長
）

【
門
真
市
と
の
交
流
と
観
光
対
策
】

問　

新
聞
報
道
に
よ
る
と
『
ロ
ッ
ジ
か
ど

ま
が
廃
止
』
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
ま

ま
門
真
市
と
の
交
流
は
失
わ
れ
て
し
ま
う

の
か
。

答　

香
美
町
と
し
て
門
真
市
と
の
交
流
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
日
開
催
し
ま
し

た
「
但
馬
牛
・
食
ま
つ
り
」
や
「
か
に
場

ま
つ
り
」
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

今
ま
で
か
ら
行
っ
て
き
た
交
流
に
つ
い

て
も
変
わ
ら
ず
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

交
流
の
拠
点
で
あ
る
「
ロ
ッ
ジ
か
ど
ま
」

に
つ
い
て
は
、
門
真
市
と
の
協
議
を
重
ね

ま
し
た
が
、
財
政
的
な
問
題
が
あ
り
、
民

間
に
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

施
設
が
譲
渡
さ
れ
て
も
、
門
真
市
と
の

交
流
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
深
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
町
長
）

●
香
住
区

１
月
31
日　

香
住
文
化
会
館

【
水
質
環
境
】

問　

近
年
、
矢
田
川
か
ら
魚
が
い
な
く
な
っ

た
印
象
が
あ
る
。
水
質
に
原
因
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答　

合
併
前
か
ら
３
区
を
流
れ
る
矢
田
川

に
関
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た

し
、
下
水
道
処
理
も
進
み
水
質
も
確
実
に

き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
矢
田
川
漁
協
を
通
じ
て
、

ア
ユ
な
ど
の
稚
魚
の
放
流
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
河
川
工
事
と
併
せ
て
魚
道
を
作
る
な

ど
、
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
町
長
）

　

矢
田
川
に
は
、
矢
田
川
レ
イ
ン
ボ
ー
や

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
隣
接
し
て
い
る
た

め
、
年
に
４
回
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
水
質
調
査
の
数
値
は
、
基
準
を
す
べ

て
下
回
っ
て
い
ま
す
。（
健
康
福
祉
部
長
）

【
景
気
対
策
】

問　

国
か
ら
町
に
地
域
活
性
化
・
生
活
対

策
臨
時
交
付
金
が
３
億
８
８
０
０
万
円
交

付
さ
れ
、
町
内
各
所
の
工
事
を
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
町
内
の
建
設
関
係
者
は
、
現
在
、

廃
業
に
追
い
込
ま
れ
る
状
況
に
陥
っ
て
い

る
。
新
し
く
利
子
補
給
制
度
を
設
け
ら
れ

た
こ
と
は
あ
り
が
た
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
、

仕
事
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
一
番
の

解
決
策
に
つ
な
が
る
。
計
画
を
早
く
ま
と

め
、
公
共
事
業
の
早
期
発
注
を
。

答　

合
併
後
の
町
の
財
政
状
況
が
厳
し
い

た
め
、
投
資
事
業
の
抑
制
な
ど
を
行
っ
て

収
支
の
均
衡
を
図
っ
て
き
て
お
り
、
そ
の

結
果
、
徐
々
に
財
政
再
建
の
目
途
が
つ
き

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
国
の
景
気
対
策
と
し
て
、
交
付

金
の
交
付
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
各
集

落
か
ら
い
た
だ
い
た
要
望
箇
所
を
点
検
し
、

ど
こ
の
工
事
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。（
町
長
）

※役場各課など主な施設の電話番号は、17 ページにあります。

▲小代区総合センターにて

　

主
な
質
疑
内
容

▲香住文化会館にて

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
部
総
務
課
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本
町
で
は
、
都
市
と
の
積
極
的
な
交
流
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
、
門
真
市
、
尼
崎

市
に
続
い
て
、
昨
年
秋
か
ら
は
吹
田
市
と

も
正
式
に
交
流
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
い
ず
れ
の
都
市
も
阪
神
間
の
中
心
部

に
位
置
し
多
く
の
人
口
を
抱
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
本
町
は
、
豊
か
な
自
然
や
特
産
物

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
交
流
人
口
を
拡

大
し
観
光
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
や
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
町
の
魅
力
を
紹
介
す
る
「
香

美
町
魅
力
体
験
ツ
ア
ー
」
な
ど
で
、
多
く

○
ま
ち
の
概
要

　

大
阪
府
の
北
東
部
に
位
置
し
、
面
積
は

約
12
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
約
13
万

人
の
ま
ち
で
す
。
も
と
も
と
は
、
穀
倉
地

帯
で
し
た
が
、
産
業
都
市
へ
と
移
行
、
松

下
電
器
（
現
在
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
の
ま

ち
と
し
て
も
知
ら
れ
、
東
大
阪
工
業
地
帯

の
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。
産
業

の
振
興
と
合
わ
せ
、
市
民
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

○
交
流
の
経
過

　

過
疎
化
の
進
む
当
時
の
村
岡
町
と
、
過

密
都
市
「
門
真
市
」
が
友
好
交
流
に
よ
り

お
互
い
の
ま
ち
の
振
興
を
図
ろ
う
と
、
昭

和
50
年
３
月
に
姉
妹
都
市
提
携
を
結
び
、

活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
昭

和
56
年
12
月
に
は
、
和
池
地
区
に
「
ロ
ッ

ジ
か
ど
ま
」
が
建
設
さ
れ
、
交
流
の
拠
点

と
し
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
17
年
新
町
誕
生
後
も
提
携
を
継
続
し

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

○
交
流
の
状
況

　

こ
れ
ま
で
の
経
過
か
ら
、
村
岡
区
を
中

心
に
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
４

月
に
は
、
１
泊
２
日
で
山
菜
バ
ス
ツ
ア
ー

を
実
施
し
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
本

町
を
訪
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
香
美
町
魅
力
体
験
ツ

ア
ー
は
、
６
月
に
初
夏
の
但
馬
高
原
植
物

園
を
巡
る
村
岡
コ
ー
ス
、
11
月
に
は
但
馬

牛
・
食
ま
つ
り
の
小
代
コ
ー
ス
、
12
月
に

は
カ
ニ
場
ま
つ
り
の
香
住
コ
ー
ス
と
３
回

実
施
し
、
合
計
１
１
６
人
の
門
真
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

門
真
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
と
し

て
は
、
門
真
市
民
ま
つ
り
や
門
真
市
農
業

ま
つ
り
に
は
毎
年
出
店
、
今
回
新
た
に
ラ

ブ
リ
ー
フ
ェ
ス
タ
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

実
演
で
提
供
す
る
栃
も
ち
や
ア
マ
ゴ
の
炭

火
焼
な
ど
は
大
人
気
で
、
村
岡
特
産
物
開

発
振
興
会
の
小
林
正
会
長
は
、「
村
岡
の
特

産
品
を
楽
し
み
に
し
て
も
ら
い
、
う
れ
し

い
限
り
で
す
。
顔
な
じ
み
の
市
民
の
皆
さ

ん
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」
と

交
流
の
成
果
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

交
流
を
通
じ
て
お
互
い
の
発
展
を

　
　

〜
門
真
市
・
尼
崎
市
・
吹
田
市
と
の
友
好
交
流
〜

 

門
真
市
（
大
阪
府
）

の
交
流
都
市
の
皆
さ
ん
に
本
町
を
訪
れ
て

い
た
だ
い
た
り
、
市
民
ま
つ
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
に
出
向
い
て
特
産
物
の
紹
介
や
観

光
Ｐ
Ｒ
を
行
う
な
ど
し
て
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
本
町
の
良
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
、
交
流
都
市
の
皆
さ
ん
に
〝
ふ

る
さ
と
〞
を
体
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

温
か
な
交
流
行
事
を
積
極
的
に
行
い
、
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
カ
ニ
ス
キ
や
ス

キ
ー
を
は
じ
め
、
四
季
折
々
に
本
町
を
訪

れ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
交
流
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲村岡の特産品は大人気!!（ラブリーフェスタ）

●
香
美
町

●
香
美
町

●
吹
田
市

●
門
真
市

●
門
真
市

●
尼
崎
市

●

交流と発展



5 ※役場各課など主な施設の電話番号は、17 ページにあります。

○
ま
ち
の
概
要

　

兵
庫
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、
面
積
は

約
50
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
約
46
万

人
の
ま
ち
で
す
。
昭
和
の
高
度
経
済
成
長

期
に
は
、
阪
神
工
業
地
帯
の
中
核
都
市
と

し
て
日
本
の
経
済
発
展
を
支
え
、
工
業
都

市
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

江
戸
時
代
の
劇
作
家
、
近
松
門
左
衛
門
ゆ

か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
近
松
の
ま

ち
」
と
し
て
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
交
流
の
経
過

　

昭
和
54
年
に
、
当
時
の
美
方
町
が
、
都

市
と
の
交
流
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を
図

ろ
う
と
、
県
下
一
の
人
口
過
密
都
市
「
尼

崎
市
」
に
交
流
を
働
き
か
け
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。
行
政
間
の
提
携
や
協
定
こ
そ

あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
民
有
志
で
組
織
す
る

「
尼
美
会
」（
尼
崎
市
と
の
親
善
を
進
め
る

会
）
が
主
体
と
な
っ
て
交
流
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
平
成
８
年
度
に
は
「
尼
崎

市
立
美
方
高
原
自
然
の
家
（
愛
称
「
と
ち

の
き
村
」）」
が
新
屋
地
区
に
整
備
さ
れ
、

主
に
市
内
小
学
校
の
自
然
体
験
学
習
の
拠

点
と
し
て
、
年
間
延
べ
４
万
人
近
い
利
用

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
13
年
に
は
、
尼
崎
市
内
に

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
、

合
併
後
は
、
香
美
町
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
と
し
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

○
交
流
の
状
況

　

こ
れ
ま
で
の
経
過
か
ら
、
小
代
区
を
中

心
に
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
七

夕
の
季
節
に
は
、
市
内
の
幼
稚
園
児
に
笹

の
葉
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
、
冬
に
は
市
内
の

イ
ベ
ン
ト
に
雪
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
行
っ
て

い
ま
す
。
10
月
の
市
民
ま
つ
り
に
は
、
観

光
協
会
を
中
心
に
本
町
の
豊
富
な
特
産
品

や
観
光
の
Ｐ
Ｒ
の
出
展
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
香
美
町
魅
力
体
験
ツ
ア
ー
に

は
、
合
計
36
人
の
参
加
が
あ
っ
た
ほ
か
、

尼
美
会
が
呼
び
か
け
る
山
菜
採
り
や
芋
掘

り
ツ
ア
ー
に
は
、
毎
年
の
よ
う
に
小
代
を

訪
れ
る
参
加
者
も
多
く
、
地
元
の
人
た
ち

と
気
心
の
知
れ
た
友
人
の
よ
う
な
交
流
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
尼
崎
市
の
桜
井
文
夫

さ
ん
は
「
小
代
は
、
私
に
と
っ
て
第
２
の

ふ
る
さ
と
の
よ
う
で
す
。
毎
年
の
よ
う
に

小
代
は
も
ち
ろ
ん
香
住
の
方
に
も
足
を
延

ば
し
て
お
い
し
い
も
の
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
」
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

 
尼
崎
市
（
兵
庫
県
）

▲新屋区の皆さんともちつきを楽しむツアー参加者

○
ま
ち
の
概
要

　

大
阪
府
の
北
部
に
位
置
し
、
面
積
は
約

36
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
約
35
万
人

の
ま
ち
で
す
。
昭
和
の
経
済
成
長
に
合
わ

せ
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
建
設
や
、
昭
和

45
年
に
は
、
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
日
本
初
の
大
事
業
を
経
験
し
て
き

た
吹
田
市
は
、
自
ら
の
文
化
や
風
土
を
は

ぐ
く
み
、
豊
か
な
明
日
へ
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

○
交
流
の
経
過

　

門
真
市
、
尼
崎
市
に
続
く
交
流
都
市
を

と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
縁
あ
っ
て
吹
田

市
と
の
交
流
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
市
役
所
の
本
庁
ロ
ビ
ー
な
ど
を
借
り

て
余
部
鉄
橋
の
写
真
展
を
開
い
た
り
、
市

内
の
イ
ベ
ン
ト
で
香
美
町
フ
ェ
ア
を
開
催

す
る
な
ど
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
か
ら
、
市
内
の
小
学
校
８
校
が
修
学

旅
行
を
兼
ね
た
臨
海
学
校
で
本
町
（
佐
津
）

を
訪
れ
た
り
す
る
な
ど
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
11
月
12
日
に
吹

田
市
役
所
に
お
い
て
、
住
民
（
民
間
）
レ

ベ
ル
で
の
相
互
交
流
の
支
援
を
目
的
と
し

た
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
交
流
」
の
調
印
を

行
い
ま
し
た
。

○
交
流
の
状
況

　

こ
れ
ま
で
、
特
定
の
交
流
都
市
を
も
た

な
か
っ
た
香
住
区
で
は
、
特
に
吹
田
市
と

の
交
流
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

５
月
の
「
吹
田
産
業
フ
ェ
ア
」
で
は
、

香
住
の
カ
レ
イ
や
ハ
タ
ハ
タ
の
一
夜
干
し

な
ど
の
海
産
物
を
主
に
出
店
。
１
日
目
に

買
っ
て
い
た
だ
い
た
方
が
２
日
目
に
も
訪

れ
、「
お
い
し
か
っ
た
の
で
、
ま
た
買
い
に

来
ま
し
た
」
な
ど
と
大
盛
況
で
し
た
。

　

11
月
、
万
博
記
念
公
園
で
開
催
さ
れ
た

エ
コ
フ
ェ
ス
タ
に
は
、
観
光
協
会
を
中
心

に
本
町
の
豊
富
な
海
や
山
の
幸
を
Ｐ
Ｒ
。

12
月
に
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
お
誘
い
の

あ
っ
た
津
雲
台
商
店
会
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

参
加
し
、
カ
ニ
を
中
心
と
し
た
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
、「
香

住
の
カ
ニ
」
や
「
余
部
鉄
橋
」
の
知
名
度

は
想
像
以
上
で
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
の
香
美
町
魅
力
体
験
ツ

ア
ー
に
は
、
吹
田
市
か
ら
合
計
83
人
の
参

加
が
あ
り
、
ま
た
、
３
月
に
は
、
吹
田
市

が
企
画
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
も
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

吹
田
市
と
の
交
流
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
。
今
後
い
ろ
い
ろ
な
方
面
で
交

流
が
芽
生
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

吹
田
市
（
大
阪
府
）

▲交流記念として本町から吹田市に贈った大漁旗



新
た
に
始
ま
っ
た
特
定
健
康
診
査
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
健
診
）
結
果
を
分
析

男
性
の
2.4
人
、
女
性
の
5.8
人
に
1
人
が
、
〝
メ
タ
ボ
〞
と
〝
そ
の
予
備
軍
〞

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
、
い
わ
ゆ
る
「
メ
タ
ボ
」
に

着
目
し
た
新
し
い
健
康
診
査
「
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
」
が
始
ま
り
、
３
７
４
０

人
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
の
健
診
の
特
徴

○
特
定
健
診
の
項
目
以
外
に
検
査
項
目
を

　

追
加
し
、
が
ん
検
診
と
の
セ
ッ
ト
検
診

　

で
人
間
ド
ッ
ク
並
み
の
検
診
を
実
施

○
町
が
行
う
特
定
健
診
の
対
象
と
な
っ
て

　

い
る
40
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加

　

入
者
以
外
の
人
（
39
歳
未
満
の
人
、
75

 

歳
以
上
の
人
、
40
〜
74
歳
の
他
の
医
療

　

保
険
加
入
者
の
被
扶
養
者
）
も
対
象
に

　

健
診
を
実
施

○
健
診
時
間
の
予
約
制
を
導
入
し
、
待
ち

　

時
間
の
短
縮
を
実
現

○
小
学
校
区
単
位
に
健
診
会
場
を
設
定
し
、

　

身
近
な
場
所
で
気
軽
に
受
診

○
50
問
の
質
問
に
答
え
て
い
た
だ
く
こ
と

　

で
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供

6

内臓脂肪が
たまり過ぎると…

メ
タ
ボ
と
そ
の
予
備
軍 

男
性
で
高
率

　

74
歳
ま
で
の
受
診
者
２
７
７
６
人
中
、

メ
タ
ボ
該
当
者
は
４
１
７
人
（
15
・
０
％
）、

予
備
軍
は
３
１
２
人
（
11
・
２
％
）
で
、

４
人
に
１
人
が
メ
タ
ボ
と
そ
の
予
備
軍
に

該
当
し
、
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

男
性
の
メ
タ
ボ
該
当
者
は
23
・
２
％
で

予
備
軍
の
18
・
６
％
と
合
わ
せ
て
、41
．
８
％

メ
タ
ボ
で
な
く
て
も
油
断
禁
物

　

検
査
項
目
別
で
異
常
率
が
高
い
の
は
、

脂
質
異
常
で
４
人
に
１
人
の
割
合
、
次
い

で
肥
満
と
血
圧
が
５
人
に
１
人
の
割
合
で

し
た
。
さ
ら
に
、
要
指
導
者
を
加
え
る

と
脂
質
異
常
は
50
％
、
血
圧
と
糖
尿
病
は

30
％
の
人
が
該
当
し
、
予
備
軍
と
考
え
ら

れ
る
人
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

性
別
で
は
女
性
よ
り
男
性
で
異
常
率
が

高
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
脂
質
異
常
で
は
、

Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
悪
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
異

常
が
47
％
と
高
く
、
次
い
で
中
性
脂
肪
は

16
・
６
％
で
し
た
。
Ｌ
Ｄ
Ｌ
は
男
女
共
に

40
〜
60
歳
代
で
、
中
性
脂
肪
は
男
性
は
40

〜
50
歳
代
、
女
性
は
50
歳
以
降
で
異
常
者

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
と
糖
尿

病
は
、
男
女
と
も
年
齢
と
共
に
異
常
者
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

地
区
別
で
は
、
脂
質
異
常
は
余
部
、
兎
塚
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　

メ
タ
ボ
と
は
、
内
臓
の
ま
わ
り
に
過
剰

に
脂
肪
が
つ
く
内
臓
脂
肪
型
肥
満
に
、
高

血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
の
う
ち
、
２

つ
以
上
が
加
わ
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

た
ま
り
過
ぎ
た
内
臓
脂
肪
は
、
放
置
し
て

お
く
と
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪
い
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
心
臓
病
の
発
症
危
険
度
も
、
肥
満
、

高
血
糖
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
の
危
険
因

子
が
1
つ
で
も
あ
る
と
5
倍
に
、
3
つ
以

上
あ
る
と
36
倍
に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」

を
受
け
て
い
た
だ
き
、
適
切
な
健
康
管
理

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。

に
、
女
性
は
予
備
軍
を
含
め
て
17
・
１
％

が
該
当
し
て
い
ま
し
た
。
男
性
の
場
合
、

20
〜
70
歳
代
ま
で
の
各
年
代
で
ほ
ぼ
４
割

が
該
当
し
て
い
た
の
に
対
し
、
女
性
は
年

齢
と
共
に
増
加
し
60
〜
70
歳
代
で
20
％
を

超
え
て
い
ま
し
た
。

　

地
区
別
で
は
、
肥
満
も
30
％
を
超
え
て

い
た
柴
山
に
該
当
者
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。



項目別異常率
（要治療判定者）

項目 香美町 兵庫県

脂質 24.5 25.9

肥満 22.3 19.2

血圧 20.1 16.8

肝臓 8.0 5.6

やせ 7.5 8.8

貧血 5.1 6.6

糖尿病 4.3 4.4

腎臓 3.0 2.7

尿酸 2.9 2.9

7 ※役場各課など主な施設の電話番号は、17 ページにあります。

生
活
習
慣
の
改
善
が
メ
タ
ボ
の
解
消
の
鍵

　

健
診
の
問
診
票
を
集
計
し
た
と
こ
ろ
、

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
意
思
の
あ
る
人
は

35
％
、
す
で
に
改
善
し
て
い
る
人
と
合
わ

せ
て
６
割
の
人
が
、
生
活
習
慣
の
改
善
に

意
欲
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

生
活
習
慣
の
改
善
は
、
当
事
者
だ
け
で

な
く
家
族
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
で
す
。
健
診
結
果
を
基
に
、
よ
り
効
果

的
で
無
理
な
く
楽
し
く
続
け
ら
れ
る
方
法

を
、
保
健
師
や
栄
養
士
と
い
っ
し
ょ
に
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

受
診
率
の
目
標
は
65
％

平成 20 年度受診率 39.1％、国の示す目標値 65.0％

特定健診は、毎年必ず受診しましょう！

も
っ
と
受
け
よ
う
！ 

が
ん
検
診

　

町
ぐ
る
み
総
合
健
診
で
は
、
特
定
健
診

と
あ
わ
せ
て
胃
・
肺
・
大
腸
・
前
立
腺
が

ん
の
検
診
や
、
女
性
の
検
診
と
し
て
子
宮

と
乳
が
ん
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
禁
煙

や
食
事
、
運
動
に
気
を
つ
け
て
、
が
ん
を

予
防
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
２

人
に
１
人
が
が
ん
に
な
る
と
い
う
現
実
を

直
視
し
、
早
期
発
見
す
る
た
め
に
も
、
特

定
健
診
と
と
も
に
が
ん
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

あ
な
た
も
健
診
を
申
し
込
み
ま
し
ょ
う

　

自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
進
行
す
る
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、「
健
康
だ
」

「
自
分
は
大
丈
夫
」「
若
い
か
ら
」
と
思
っ

て
い
る
う
ち
か
ら
、
受
診
を
心
が
け
、
健

康
管
理
や
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ご
家
庭
に
「
平
成
21
年
度
町
ぐ
る
み
総

合
健
診
の
お
知
ら
せ
と
申
込
書
」
を
配
布

し
ま
し
た
。
次
の
申
し
込
み
手
順
で
確
認

し
、
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
が
ん
検
診
・
腹
部
超
音
波
検
診
は
、

医
療
保
険
に
関
係
な
く
、
受
診
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、
検
診
種
別
に
よ
り
対
象
年
齢
が

異
な
り
ま
す
）　

　

特
定
健
診
が
医
療
保
険
者
に
義
務
づ
け

ら
れ
た
こ
と
で
、
香
美
町
の
場
合
、
40
〜

74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
受
診
率

の
目
標
値
が
65
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
平
成
20
年
度
の
受
診
率

は
、
本
町
全
体
で
39
・
１
％
で
し
た
。

《
受
診
率
の
目
標
達
成
自
治
区
は
７
区

ト
ッ
プ
は
香
住
区
八
原
78
・
９
％
》

　

特
定
健
診
の
受
診
率
を
地
区
別
に
み
る

と
佐
津
と
長
井
で
50
％
を
超
え
た
も
の
の

目
標
達
成
地
区
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

行
政
区
で
み
る
と
、
１
２
０
区
中
７
区

が
目
標
の
65
％
を
超
え
、
香
住
区
の
八
原

が
78
・
９
％
で
ト
ッ
プ
で
し
た
。

　

年
代
別
に
み
る
と
、
65
〜
69
歳
代
で
受

診
率
が
50
％
に
近
づ
く
も
の
の
、
40
〜
50

歳
代
は
受
診
率
が
30
％
を
切
り
、
特
に
男

性
の
40
〜
64
歳
代
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

香
住
、
長
井
で
、
高
血
圧
は
村
岡
、
余
部
、

奥
佐
津
、
射
添
で
、
高
血
糖
は
兎
塚
、
香
住
、

射
添
、
余
部
の
順
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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確
定
申
告
に
は
、
所
得
税
、
住
民
税
（
町
民
税
県
民
税
）、

国
民
健
康
保
険
税
の
３
種
類
の
申
告
が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、
平
成
20
年
中
に

収
入
が
あ
っ
た
人
で
す
。
な
お
、
平
成
20
年
中
の
所
得
が

給
与
所
得
だ
け
の
人
（
年
末
調
整
を
受
け
た
人
）
で
役
場

へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
し
て
あ
り
、
ほ
か
に
所
得
控

除
が
必
要
な
い
人
は
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
１
月
１
日
現
在
、
65
歳
以
上
で
収
入
が

１
４
８
万
円
以
下
の
公
的
年
金
収
入
だ
け
の
人
は
、
所
得

税
も
住
民
税
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
所
得
税
が
源
泉

徴
収
さ
れ
て
な
い
場
合
に
は
、
還
付
も
発
生
し
ま
せ
ん
の

で
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
所
得
税
が

源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、
年
金
収
入
以
外
に
雑
収

入
、
不
動
産
収
入
、
農
業
収
入
な
ど
ほ
か
に
収
入
が
あ
る

場
合
に
は
、
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
提
出
す
る
申
告
書
の
種
別

・「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
」

　

…
所
得
税
を
納
め
る
必
要
が
あ
る
人
、
所
得
税
の
還
付

　
　

請
求
を
す
る
人

・「
町
民
税
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
」

　

…
所
得
税
を
納
め
る
必
要
の
な
い
人
で
も
、
収
入
が
あ

　
　

り
、
申
告
の
必
要
が
あ
る
人

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
申
告
書
の
作
成

　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp
/

）

で
は
、
画
面
の
案
内
に
し
た
が
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力
し
、

所
得
税
の
申
告
書
や
青
色
申
告
決
算
書
な
ど
を
作
成
す
る

こ
と
が
で
き
、
印
刷
す
れ
ば
そ
の
ま
ま
税
務
署
に
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
確
定
申
告
は
２
月
16
日
〜
３
月
16
日
、
お
早
目
に
！

　

国
民
健
康
保
険
制
度
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
は
、

所
得
に
応
じ
て
保
険
税
・
保
険
料
を
減
額
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
平
成
20
年
中
に
ま
っ
た
く
収
入
が
な
い
人
に
つ

い
て
も
、「
町
民
税
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
」

で
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
税
・
保
険
料
を
減
額
す

る
制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

所
得
申
告
に
必
要
な
用
紙
は
、
昨
年
確
定
申
告
を
し
た

人
に
は
、
税
務
署
か
ら
直
接
郵
送
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
町

民
税
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
」
は
、
各
区
・

自
治
会
を
通
じ
て
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

　

申
告
相
談
に
お
越
し
の
際
に
は
、
必
ず
こ
れ
ら
の
申
告

用
紙
と
所
得
な
ど
が
わ
か
る
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

農
業
所
得
の
計
算
は
、
水
稲
所
得
標
準
に
替
わ
っ
て
収

支
計
算
で
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
告
に
際
し
て
は
、
農
業
に
関
す
る
金
額
が
わ
か
る
書

類
（
通
帳
、売
上
伝
票
、請
求
書
、領
収
書
な
ど
）
を
整
理
し
、

事
前
に
配
布
し
て
い
ま
す
資
料
な
ど
で
収
支
計
算
書
を
作

成
し
て
か
ら
申
告
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

事
前
に
収
支
計
算
書
を
作
成
し
て
い
な
い
と
申
告
相
談

を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
収
支
計
算
書
が
用
意
し
て
あ
る
と
、
申
告
相
談
も
短

時
間
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
部
税
務
課

　

各
地
域
局
地
域
振
興
課

　

豊
岡
税
務
署　
　
　
　

℡

０
７
９
６
・
22
・
２
１
０
１

　

２
月
16
日
（
月
）
か
ら
確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告

の
期
限
は
３
月
16
日
（
月
）
で
す
。
３
月
に
入
る
と
窓
口
が

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
で
き
る
だ
け
早
く
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
・
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
対
象
者
は
「
無
収
入
」
で
も
申

告
を
！

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を
引
き

き
れ
な
か
っ
た
人
は
「
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

平
成
18
年
末
ま
で
に
入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
を
受
け
て
い
る
人
で
、
税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
が

減
額
と
な
り
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い
額
が
あ
る

場
合
に
は
、
翌
年
度
の
住
民
税
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

　

該
当
す
る
場
合
は
、
申
告
期
限
（
３
月
16
日
）
ま
で
に

町
へ
「
市
町
村
民
税
道
府
県
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
税

額
控
除
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
ま
で
に 
必
ず
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

「
申
告
用
紙
」
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

農
業
所
得
の
計
算
は
収
支
計
算
で
申
告

●
各
申
告
書
の
提
出
先

・「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
」

　

豊
岡
税
務
署
、
役
場
総
務
部
税
務
課
、
各
地
域
局
地
域
振
興
課

・「
町
民
税
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
申
告
書
」

　

役
場
総
務
部
税
務
課
、
各
地
域
局
地
域
振
興
課
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申告・納税相談所をご利用ください
　次のとおり各区で相談所を開設しますので、お気軽にご利用ください。例年、申告期限が近づくと
会場が大変混雑し、長時間お待ちいただく場合があります。申告はできるだけ早めに済ませましょう。

●香住区
会　　　場 日　　　程 受　付　時　間

【町納税相談】
役場 1階第 1会議室
・通常申告相談
　
・給与所得者対象の休日納税相談

2月 16日（月）～ 3月 16日（月）の平日　

3月 1日（日）　

9:00 ～ 15:00

【商工会相談】
　香美町商工会館 2月 19日（木）、3月 5日（木） 10:00 ～ 15:30

●村岡区

会　　　場 日　　　程
受　付　時　間
（受付場所）

【町納税相談】
村岡地域局 3階会議室
・通常申告相談
　
・給与所得者対象の休日納税相談

2月 16日（月）～ 3月 16日（月）の平日　

3月 1日（日）　

7:30 ～  9:00
　（地域振興課）
9:00 ～ 15:00
　（3階会議室）

【商工会相談】
　香美町商工会村岡支所 3月 4日（水）　 10:00 ～ 15:30

●小代区
会　　　場 日　　　程 受　付　時　間

【町納税相談】
小代区総合センター青年研修室
・通常申告相談
　
・給与所得者対象の休日納税相談

2月 16日（月）～ 3月 16日（月）の平日　

3月 1日（日）

9:00 ～ 16:00

【商工会相談】
　香美町商工会小代支所 2月 26日（木）　 10:00 ～ 15:30

 

税
務
課
か
ら
お
詫
び
と
訂
正

　

１
月
末
に
全
戸
配
布
し
ま
し
た
『
平
成
21
年
度 

町
民
税 

県
民
税 

国
民
健
康
保
険
税 

申
告
の
お
知
ら
せ
』
の
内
容

に
次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

　

「
申
告
書
の
書
き
か
た
」
の
「
所
得
控
除
に
つ
い
て
」

に
あ
る
「
(11)
医
療
費
控
除
」
の
説
明
文
で
、「
平
成
19
年

中
に
支
払
っ
た
医
療
費
」
と
あ
り
ま
す
が
、正
し
く
は
「
平

成
20
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
」
で
し
た
。

　

町
有
地
（
旧
香
美
町
庁
舎
跡
地
）
売
却

　

町
の
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
本
庁
舎
移
転
に
よ

り
空
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
旧
香
美
町
庁
舎
跡
地
の
一
部

を
売
却
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
周
辺
地
域
の
活

性
化
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
地
と
し
て
相
応
し
い
利

用
方
法
を
提
案
し
て
い
た
だ
い
た
計
画
を
審
査
し
、
そ
の

提
案
と
買
受
希
望
価
格
を
総
合
的
に
評
価
す
る
「
提
案
型

公
募
方
式
」
に
よ
り
売
却
先
を
選
定
し
ま
す
。

 

●
売
却
物
件

物
件
…
土
地
（
旧
庁
舎
跡
地
の
一
部
）

所
在
…
香
住
区
香
住
字
門
前
１
５
９
５
番
３

地
目
…
宅
地　
　

地
積
：
８
２
５
・
00
㎡
（
約
２
５
０
坪
）

●
最
低
売
却
価
格　

７
５
０
０
万
円

●
申
し
込
み
、
提
案
書
な
ど
の
受
付
期
間

2
月
27
日
（
金
）
ま
で

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
、
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

●
売
却
先
決
定
に
つ
い
て

　

提
案
内
容
と
土
地
買
受
希
望
価
格
を
総
合
的
に
審
査
す

る
審
査
会
に
よ
り
、
３
月
上
旬
を
め
ど
に
決
定
し
ま
す
。

●
注
意
点
な
ど

　

提
案
す
る
事
業
は
、
町
の
賑
わ
い
づ
く
り
や
活
性
化
に

寄
与
し
、
学
校
施
設
等
の
周
囲
の
環
境
に
充
分
配
慮
す
る

も
の
に
限
り
ま
す
。（
パ
チ
ン
コ
店
な
ど
は
不
可
）

●
問
い
合
わ
せ
（
提
出
）
先　

役
場
総
務
部
総
務
課
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香
美
町
の
今
年
の
新
成
人
は
２
８
８
人
（
香

住
区
１
８
２
人
、
村
岡
区
84
人
、
小
代
区
22

人
）。
香
住
区
中
央
公
民
館
で
1
月
11
日
に
開

催
し
た
成
人
式
に
は
、
こ
の
う
ち
２
３
５
人

（
男
性
１
３
３
人
、
女
性
１
０
２
人
）
が
参
加
。

女
性
は
色
鮮
や
か
な
振
り
そ
で
で
、
男
性
は

き
り
っ
と
引
き
締
ま
っ
た
ス
ー
ツ
や
羽
織
は

か
ま
で
出
席
。
若
さ
あ
ふ
れ
る
皆
さ
ん
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
会
場
は
、
と
て
も
華
や
い
で

い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
！
新
成
人
２
８
８
人

　

式
典
で
は
、
藤
原
町
長
の
式
辞
に
続
き
、
西

村
宏
幸
さ
ん
（
香
住
区
相
谷
）
と
井
上
絵
梨
香

さ
ん
（
小
代
区
大
谷
）
が
代
表
と
し
て
記
念
品

を
受
け
取
っ
た
後
、
石
原
麻
里
さ
ん
（
村
岡
区

神
坂
）
が
「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
自

分
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
し
、
年
齢
と
と
も

【香住区の新成人】

▲成人宣言を行う石原さん ▲記念品を受け取る西村さんと
　井上さん
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に
自
分
の
成
長
を
自
覚
し
、
自
分
の
心
に
正
直

に
、前
を
見
て
進
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」

と
成
人
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
新
成
人
の
西
川
茉

佑
さ
ん
（
香
住
区
駅
前
）
と
西
村
麻
利
さ
ん
（
香

住
区
駅
前
）
を
含
む
木
曜
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
皆

さ
ん
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
途
中
、

同
じ
く
新
成
人
の
中
村
浩
隆
さ
ん
（
香
住
区
香

住
）
が
ボ
ー
カ
ル
と
し
て
加
わ
る
な
ど
、
式
典

で
緊
張
気
味
だ
っ
た
皆
さ
ん
の
雰
囲
気
が
大
い

に
和
ら
ぎ
ま
し
た
。

　

立
食
パ
ー

テ
ィ
で
は
、

会
場
の
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で

懐
か
し
い
友

人

と

の

再

会
に
感
激
す

る
姿
や
お
互

い
の
近
況
を

語
り
合
う
姿

が
あ
り
ま
し

た
。

▲雰囲気を盛り上げるアトラクションの様子
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【村岡区の新成人】

【小代区の新成人】
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行政トピックス

※役場各課など主な施設の電話番号は、17 ページにあります。

　 
村
岡
中
学
校　

校
章･

校
歌
決
ま
る

　

村
岡
、
兎
塚
、
射
添
の
3
中
学
校
が
統
合
し
、
4
月
か
ら
新

た
に
村
岡
中
学
校
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
校
名

等
検
討
委
員
会
で
昨
年
7
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
校
章
と
校
歌

（
歌
詞
）
を
募
集
、
こ
の
た
び
決
定
し
ま
し
た
。

●
校
章
に
つ
い
て

　

町
内
外
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
18
点
の
中
か
ら
、
審
査
の
結
果
、

広
島
県
廿
日
市
市
の
堀
江
豊
さ
ん
の
作
品
に
決
定
。
こ
の
作
品

は
、
村
岡
の
「
Ｍ
」
と
中
学
校
の
「
中
」
を
基
本
と
し
、「
中
」

の
周
囲
に
3
中
学
校
の
統
合
を
表
す
た
め
に
3
つ
の
「
Ｍ
」
を

配
置
。
未
来
に
向
か
っ
て
は
ば
た
く
翼
（
生
徒
）
の
姿
を
イ
メ
ー

ジ
し
、「
高
い
知
性
、
豊
か
な
感
情
、
強
い
意
志
」「
豊
か
さ
と

優
し
さ
」
を
育
て
な
が
ら
、
夢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
生
徒
の
姿

や
無
限
の
ひ
ろ
が
り
・
輝
き
が
表
現
さ
れ
た
も
の
で
す
。

●
校
歌
に
つ
い
て

　

歌
詞
は
、
香
住
区
村
岡
区
内
か

ら
応
募
の
あ
っ
た
5
点
の
中
か
ら
、

審
査
の
結
果
、
村
岡
区
入
江
の
松

岡
尚
志
さ
ん
の
作
品
に
決
定
。
ふ

る
さ
と
で
学
び
育
つ
生
徒
の
姿
を

前
面
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

曲
は
、
射
添
小
学
校
の
校
歌
も

作
曲
さ
れ
て
い
る
日
本
合
唱
界
の

大
家
で
あ
る
小
山
章
三
氏
（
千
葉

県
市
川
市
）
に
依
頼
し
、
歌
詞
に

ふ
さ
わ
し
い
す
ば
ら
し
い
曲
に
仕

上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
今
後
の
予
定

　

3
月
24
日
（
火
）　

村
岡
、
兎
塚
、
射
添
中
学
校
閉
校
式

　

4
月
7
日
（
火
）　

村
岡
中
学
校
開
校
式

●
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会

▲ 3中学校の統合と生徒の　
　はつらつとした姿などが
　イメージされた校章

村
岡
中
学
校
校
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
岡
尚
志
作
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
山
章
三
作
曲

一
、
新
緑
映
ゆ
る　

蘇
武
が
岳

　
　

わ
れ
ら
は
集
う
歴
史
の
里
に

　
　

友
と
語
ら
ん　

真
理
の
道
を

　
　

希
望
に
燃
え
て
胸
を
張
り

　
　

若
き
日
の 

夢
を
抱
い
て

　
　

学
び
の
歩
み　

た
ゆ
み
な
く

　
　

強
く
明
る
く　

共
に
励
ま
ん

　
　

村
岡　

村
岡　

村
岡
中
学
校

二
、
清
き
流
れ
の　

湯
舟
川

　
　

わ
れ
ら
は
集
う
文
化
の
町
に

　
　

友
と
肩
く
み　

未
来
の
道
を

　
　

英
知
を
み
が
き
進
み
ゆ
く

　
　

新
し
き　

時
代
担
わ
ん

　
　

平
和
の
祈
り　

誓
い
つ
つ

　
　

愛
し
敬
い 

共
に
学
ば
ん

　
　

村
岡　

村
岡　

村
岡
中
学
校

★
作
詞
者
の
思
い

　

作
詞
さ
れ
た
松
岡
さ

ん
（
写
真
）
は
「
生
徒
に
、

ふ
る
さ
と
村
岡
へ
の
郷
土

に
誇
り
を
持
ち
、
希
望
と

や
る
気
を
抱
い
て
、
こ
れ

か
ら
歩
ん
で
欲
し
い
」
と

語
っ
て
い
ま
し
た
。
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中
小
企
業
緊
急
支
援
策
の
ご
案
内

 

香
美
町
中
小
企
業
資
金
融
資
特
別
利
子
補
給
制
度
に
つ
い
て

　

香
美
町
で
は
、
厳
し
い
経
済
環
境
下
に
あ
る
町
内
の
中
小
企
業
者
の
経
営
安
定
支

援
の
た
め
の
緊
急
対
策
と
し
て
、
兵
庫
県
の
中
小
企
業
融
資
制
度
の
う
ち
経
営
円
滑

化
貸
付
を
利
用
さ
れ
た
中
小
企
業
者
に
、
１
％
の
利
子
補
給
を
行
う
制
度
（「
香
美
町

中
小
企
業
資
金
融
資
特
別
利
子
補
給
制
度
」）
を
創
設
し
ま
し
た
。

●
対
象
者

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
町
内
の
中
小

企
業
者
（
法
人
、
個
人
）

　

⑴
町
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
同
一
事

　
　

業
を
６
ヵ
月
以
上
営
ん
で
い
る
こ
と

　

⑵
町
の
徴
収
金
に
滞
納
が
な
い
こ
と

●
対
象
と
な
る
融
資

　

兵
庫
県
の
中
小
企
業
融
資
制
度
の
う

ち
「
経
営
円
滑
化
貸
付
」
に
よ
る
新
規

融
資
に
限
り
ま
す
。

　

※
兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
付
き
に
限

　
　

り
ま
す
。

　

※
対
象
の
業
種
指
定
（
９
６
８
業
種
）
が
あ

　
　

り
ま
す
が
、
町
内
業
種
と
し
て
は
農
業
、

　
　

漁
業
者
を
除
く
、
ほ
ぼ
全
業
種
が
対
象
に

　
　

な
り
ま
す
。

●
対
象
融
資
の
限
度
額

　

１
千
万
円

●
利
子
補
給
率

　

１
％

●
利
子
補
給
の
期
間

　

２
年
間

●
利
子
補
給
の
方
法　
　

　

元
金
均
等
償
還
に
よ
る
利
息
に
対
し
、

　

年
２
回
利
子
補
給
額
を
補
助
金
と
し

　

て
交
付

※
利
子
補
給
の
対
象
と
な
る
「
経
営
円
滑
化
貸

　

付
」
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
の
概
要

　

【
融
資
限
度
額
】　

１
億
円

　

【
融
資
利
率
】　
　

年
１
・
35
％

　

【
融
資
期
間
】　

　
　

10
年
以
内
（
う
ち
据
え
置
き
1
年
）

　
　

（
今
月
2
日
に
融
資
期
間
が
7
年
以
内

　
　

か
ら
10
年
以
内
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
）

　

【
保
証
な
ど
】　
　
　

　
　

・
保
証
料

　
　
　
　

信
用
保
証
協
会　

０
・
８
％

　
　

・
保
証
限
度
額　

　
　
　
　

無
担
保
保
証　

１
億
６
千
万
円

　

【
取
り
扱
い
金
融
機
関
】

　
　

町
内
の
金
融
機
関
（
但
馬
銀
行
、
但

　
　

馬
信
用
金
庫
、
み
な
と
銀
行
、
Ｊ
Ａ

　
　

た
じ
ま
）
の
各
支
店

●
受
付
期
限
な
ど

　

平
成
21
年
３
月
31
日
（
１
月
５
日
融

資
実
行
分
か
ら
適
用
）

●
融
資
の
相
談
先

　

但
馬
銀
行
、
但
馬
信
用
金
庫
、
み
な

　

と
銀
行
、
た
じ
ま
農
業
協
同
組
合
の

　

町
内
各
支
店

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
観
光
商
工
課

　

各
地
域
局
地
域
振
興
課

 
第
22
回
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
住
第
一
中
か
ら
県
選
抜
と
し
て
３
人
出
場

　

３
月
１
日
に
開
催
さ
れ
る
「
第
17
回
近
畿
中
学
生
オ
ー
ル
ス
タ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
」
な
ら
び
に
３
月
28
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
る
「
第
22
回
都
道
府
県

対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
に
、兵
庫
県
チ
ー
ム
の
選
抜
選
手
と
し
て
、

香
住
第
一
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
か
ら
３
人
も
の
選
手
が
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。同
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
中
村
世と

し

や

す康
さ
ん
は
、県
の
選
抜
チ
ー
ム
で
も
キ
ャ

プ
テ
ン
を
務
め
ま
す
。
な
お
、
同
部
は
、
昨
年
末
に
行
わ
れ
た
「
平
成
20
年
度
兵
庫
県

●
県
選
抜
選
手
の
3
人
の
意
気
込
み
！

中
村
世
康
さ
ん

（
写
真
前
列
中
央
、
2
年
、
香
住
区
下
浜
）

　

「
選
抜
チ
ー
ム
も
キ
ャ
プ
テ
ン
。
ど
ち
ら

も
み
ん
な
を
し
っ
か
り
ま
と
め
て
、
い
い

チ
ー
ム
に
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
夏
の
総

体
の
優
勝
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
」

川
田
圭
祐
さ
ん

（
写
真
前
列
右
か
ら
2
番
目
、
2
年
、
同
区
境
）

　

「
全
国
大
会
で
は
、
自
分
よ
り
背
が
高

い
選
手
に
負
け
な
い
よ
う
が
ん
ば
り
ま

す
。
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
深
め
、
し
っ
か
り

練
習
し
て
い
き
ま
す
」

西
本
広
志
さ
ん

（
写
真
前
列
右
端
、
2
年
、
同
区
西
香
住
）

　

「
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
し
っ
か
り

や
っ
て
、
声
を
出
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

夏
の
総
体
で
は
優
勝
で
き
る
よ
う
が
ん
ば

り
ま
す
」

中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
」
で

準
優
勝
を
獲
得
。
香
住
一
中
と
し
て
も
初
め

て
の
こ
と
、
但
馬
の
中
学
校
が
こ
の
よ
う
な

好
成
績
を
残
す
こ
と
は
非
常
に
珍
し
く
、
ま

さ
に
〝
快
挙
〞
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
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4
つ
の
ス
キ
ー
場
を
持
つ
本
町
は
、
毎

年
多
く
の
選
手
が
ス
キ
ー
競
技
に
お
い

て
、
県
大
会
、
近
畿
大
会
、
全
国
大
会
な

ど
で
活
躍
し
、
優
秀
な
成
績
を
残
し
て
い

ま
す
。
今
年
も
1
月
13
日
か
ら
15
日
に
か

け
て
お
じ
ろ
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た

「
第
61
回
兵
庫
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
ス
キ
ー
競
技
会
」
や
「
第
52
回
兵
庫
県

中
学
校
総
合
体
育
大
会　

第
54
回
兵
庫
県

中
学
校
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
」
な
ど
で
、

次
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま

し
た
。（
各
3
位
以
上
入
賞
者
、
敬
称
略
）▲男女とも総合優勝を果たした村岡高校スキー部の皆さん

▲総合で女子優勝、男子 2位の兎塚中スキー部の皆さん

▲総合男子で優勝した小代中スキー部の皆さん

 
第
61
回
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会  

村
岡
高
校
男
女 

総
合
優
勝
！

 

第
54
回
県

中

学

校

ス

キ

ー

選

手

権

大

会 

小
代
中
男
子
総
合
優
勝
・
兎
塚
中
女
子
総
合
優
勝
！

【
ス
ラ
ロ
ー
ム
】

男
子
▼
2
位 

西
谷
勇
祐
（
兎
塚
中
3
年
）

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
（
ク
ラ
シ
カ
ル
）】

男
子
▼
1
位 

小
林
天た

か

ま

さ真
（
小
代
中
3
年
）

　
　
　

2
位 

西
村
康
平
（
同
3
年
）

　
　
　

3
位 

今
井
寿
樹
（
同
3
年
）

女
子
▼
1
位 

西
口
玲
子
（
兎
塚
中
2
年
）

　
　
　

2
位 

白
岩
真
希
（
同
1
年
）

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
（
フ
リ
ー
）】

男
子
▼
1
位 

西
村
康
平
（
小
代
中
3
年
）

　
　
　

2
位 

今
井
寿
樹
（
同
3
年
）

　
　
　

3
位 

小
林
天
真
（
同
3
年
）

女
子
▼
1
位 

西
口
玲
子
（
兎
塚
中
2
年
）

　
　
　

2
位 

白
岩
真
希
（
同
1
年
）

【
リ
レ
ー
競
技
】

男
子
▼
小
代
中
〈
小
林
天
真
、
久
保
井
耕
平
（
3

　
　
　

年
）、
今
井
寿
樹
、
西
村
康
平
〉

【
総
合
】

男
子
▼
1
位 

小
代
中
、
2
位 

兎
塚
中

女
子
▼
1
位 

兎
塚
中

●
第
57
回
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　

第
15
回
近
畿
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

【
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
】

男
子
▼
1
位 

西
谷
勇
祐
（
兎
塚
中
3
年
）

女
子
▼
2
位 

森
朝
香
（
村
岡
中
1
年
）

●
県
高
校
総
体

【
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
】

男
子
▼
1
位 

板
坂
愁
平
（
村
岡
高
2
年
）

　
　
　

3
位 

田
渕
将
康
（
同
2
年
）

【
ス
ラ
ロ
ー
ム
】

男
子
▼
2
位 

板
坂
愁
平
（
同
2
年
）

　
　
　

3
位 

櫻
田
雄ゆ

う

た大
（
同
1
年
）

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
（
ク
ラ
シ
カ
ル
）】

男
子
▼
1
位 

西
村
太
一
（
同
3
年
）

女
子
▼
1
位 

吉
岡
実
奈
美
（
同
2
年
）

　
　
　

2
位 

久
保
井
郁
美
（
同
1
年
）

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
（
フ
リ
ー
）】

男
子
▼
1
位 

西
村
太
一
（
同
3
年
）

　
　
　

3
位 

藤
井
圭け

い

と人
（
同
1
年
）

女
子
▼
1
位 

吉
岡
実
奈
美
（
同
2
年
）

　
　
　

2
位 

久
保
井
郁
美
（
同
1
年
）

【
リ
レ
ー
競
技
】

男
子
▼
村
岡
高
〈
西
村
太
一
、
井
上
航

わ
た
る

（
2
年
）、

　
　
　

藤
井
圭
人
、
西
村
弘こ

う

き輝
（
1
年
）〉

【
総
合
】

男
子
▼
1
位 

村
岡
高

女
子
▼
1
位 

村
岡
高

●
県
中
学
総
体

【
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
】

男
子
▼
1
位 

西
谷
勇
祐
（
兎
塚
中
3
年
）

　
　
　

3
位 

井
口
裕
太
（
小
代
中
3
年
）

女
子
▼
3
位 

森　

朝
香
（
村
岡
中
1
年
）

【
全
国
大
会
出
場
者
（
敬
称
略
）】

　

村
岡
高
校
の
板
坂
愁
平
（
村
岡
区
福
岡
）、
西
村

太
一
（
小
代
区
忠
宮
）、藤
井
圭
人
（
小
代
区
平
野
）、

吉
岡
実
奈
美
（
小
代
区
秋
岡
）、
久
保
井
郁
美
（
小

代
区
神
水
）
は
、
2
月
の
冬
季
国
体
に
出
場
。

　

村
岡
中
の
森
朝
香
（
村
岡
区
東
上
）、
兎
塚
中
の

西
谷
勇
祐
（
同
区
大
笹
）、西
口
玲
子
（
同
区
大
笹
）、

白
岩
真
希
（
同
区
福
岡
）、
小
代
中
の
小
林
天
真

（
小
代
区
新
屋
）、
西
村
康
平
（
同
区
忠
宮
）、
今
井

寿
樹
（
同
区
秋
岡
）、
藤
澤
徳の

り

あ

き晃
（
2
年
、
同
区
水

間
）、
今
井
健
二
（
2
年
、
同
区
秋
岡
）、
久
保
井

耕
平
（
同
区
茅
野
）
井
口
裕
太
（
同
区
城
山
）、
井

口
翔
太
（
3
年
、
同
区
城
山
）、
田
中
健
太
郎
（
2

年
、
同
区
水
間
）
は
、
2
月
の
全
国
大
会
に
出
場
。
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行政トピックス

国民年金保険料の納付は『前納＋口座振替』がお得！

　国民年金保険料は、毎月納めるより、1年分（4
月分～翌年 3月分）または 6ヵ月（4 月分～ 9
月分、10 月分～翌年 3月分）を一括で前納する
方が、割引がありお得です。
　さらに口座振替で納めると割引額が多くなり
ます。平成 20 年度は、口座振替で１年分前納
した場合の割引額は 3,620 円（6 ヵ月前納では
980円）でした。この制度の利用をお勧めします。
　平成 21 年度の口座振替による 1年前納、6ヵ
月前納（4月分～ 9月分）を希望する人は 2月
末までにお申し込みください。

●申し込み方法
　『国民年金保険料口座振替納付（変更）申出書』
に必要事項を記入して、口座振替希望の金融機
関や郵便局、社会保険事務所へ提出してくださ
い。（用紙は、金融機関、郵便局、社会保険事務
所、役場・各地域局にあります）
●問い合わせ先
役場健康福祉部町民課
各地域局健康福祉課
豊岡社会保険事務所　　　　℡0796・22・0945

 

　4 月 26 日執行の香美町長選挙、香美町議会議

員選挙の立候補予定者説明会を次のとおり開催

します。

　当日は立候補に関する諸用紙を配布しますの

で、立候補予定者または代理の方は必ず出席し

てください。

　なお、会場の都合で、出席人数につきまして

は立候補予定者 1名につき 2名以内とさせてい

ただきますので、ご協力をお願いします。

　また、立候補予定者の予備審査は、4月9日（木）

を予定しています。

●と　き　2月 27 日（金）13:30 ～

●ところ　役場 3階大会議室

●問い合わせ先

香美町選挙管理委員会（役場総務部総務課）
℡0796・36・1111

 
 県民交流広場事業（村岡地区）が竣工

　小学校区ご

とに住民組織

による身近な

活動の場作り

と 支 援 の た

め、兵庫県が

平 成 18 年 度

から展開して

いる「県民交

流広場事業」。

　歴史・文化を生かしたまちづくりに取り組む

村岡地区では、〝歴史と文化の耀く村岡まちづく

り委員会〟が事業主体となり、村岡地域局３階

の旧議場を郷土歴史文化学習交流室として改修。

12 月 25 日に工事を終えた同交流室には、村岡

藩主山名氏にまつわる資料などが展示され、地

域の歴史・文化を学ぶ生涯学習や、伝統芸能の

保存・伝承などの取り組みに役立てられます。

   竣工式では、くす玉割りの後、山名睦会によ

る獅子舞や、村岡の歌と踊り保存会による民謡

「瀞川節」、村岡小学校６年生による校歌とソー

ラン節が披露されました。

 香美町長選挙・香美町議会議員選挙の立候補予定者説明会は2月 27日

●自動車
　（7人乗りワゴン車）1台

　株式会社西山工務店

　代表取締役　西山嘉一 様

　寄贈いただきました（順不同）
◆お詫びと訂正◆

　広報「ふるさと香美」第 46 号 ( 平成 21 年 1 月号 )
の記事に、以下のとおり誤りがありました。関係者の
皆様には大変ご迷惑をおかけいたしましたことをお詫
びして、訂正いたします。
・4ページの『人権啓発作品表彰式、人権講演会を開催』
　の記事中、【標語の部】「村岡中学校 PTA 上田通雄」
　さんとありますが、正しくは「上田通雅」さんでした。
・15 ページの『まちの出来事』の記事で「旬の野菜収
　穫祭自然薯まつり」中、「中村和正さん（村岡区市原）」
　とありますが、正しくは「（村岡区大糠）」でした。

昨年竣工式を終えた香住区の奥佐津地区、香住

地区、余部地区に続き 1 月 25 日、村岡地区が

竣工式を迎えました。

▲竣工を祝い、山名睦会による獅子舞
　などが披露されました。



求　人　情　報 ハローワーク香住（職業安定所）
℡0796・36・0137 （平成 21 年 1 月 21 日現在、順不同）

▽正社員 ▽パートほか（正社員以外）

所在地・勤務地 事業所名 職種 年齢 人数 所在地・勤務地 事業所名 職種 年齢 人数

香住区間室 (有) 北近畿環境開発

水処理施設管理補助 59 以下 1
香住区七日市 やまだ歯科医院

歯科助手 不問 1

機械設備管理補助 59 以下 1 歯科衛生士 不問 2

事務職（管理、労務）59 以下 1 香住区若松 (有) 西増商店 水産加工員 不問 2

香住区七日市 やまだ歯科医院
歯科助手 62 以下 1 香住区七日市 ㈱蔵平水産 製造包装員 59 以下 2

歯科衛生士 不問 2 香住区香住 香住観光旅館 丸世井 配膳、食器洗い、布団の上げ下げ、清掃 不問 3

香住区若松 (有) 西増商店 水産加工員 62 以下 2 香住区若松 香美町役場（「ゆうすげ」）介護員(非常勤嘱託職員) 59 以下 2

香住区七日市 ㈱蔵平水産 製造包装員 59 以下 3 香住区香住 ㈱マルワ渡辺水産 水産加工員 不問 3

香住区沖浦 ㈱カネト水産 水産加工員 不問 3
香住区七日市 ヤマモトロープ

販売 不問 2

香住区若松 (有)K-SIN TRANSPORT 運転手 不問 2 販売店員 不問 2

香住区香住 (有) 三七十 調理師見習 不問 1 香住区浦上 (有) いわや 接客係 不問 2

香住区下岡 香住食研㈱ 食品製造 不問 2
香住区境 ㈱香美町観光公社

清掃係 不問 1

香住区香住 (有) もりひろ商店 水産加工員 64 以下 1 清掃係（～21年3月31日） 不問 2

香住区香住 マルヤ水産㈱ 水産加工員 34 以下 1 香住区香住 ローソン香美町香住店 コンビニ店員 不問 2

香住区若松 かわばた歯科 歯科衛生士 不問 1 香住区若松 ㈱共和食品 水産加工員 不問 3

香住区隼人 マルカツ水産㈱ 工場管理者 59以下 1 香住区下岡 香住食研㈱ 食品製造 不問 3

香住区森 (有) 西本設備
電気工事士 59 以下 1

村岡区大笹

住込 レンタルスキー・カフェショップ店員 不問 3

電気工事士（見習） 30 以下 1 住込 清掃、床敷、洗い場、調理補佐、接客係 不問 4

村岡区長瀬 山本工業 土木施工管理 不問 2 ㈱日本健康の郷 レンタルスキー ･カフェショップ店員 不問 3

小代区野間谷 ＳＨＴ兵庫㈱ 開発設計技術者 59 以下 1 事務員 不問 2

小代区城山 ㈱出石モータース 営業（小代営業所） 59 以下 1 清掃、床敷、洗い場、調理補佐、接客係 不問 4

▽パートほか（正社員以外） 村岡区村岡 村岡日石㈱ 給油・洗車スタッフ 不問 2

所在地 事業所名 職種 年齢 人数
村岡区大糠 ㈱ナカケー

青果部・食品部 不問 2

村岡区大糠
㈱コメリ ハードアンド

グリーン村岡店

販売員（アルバイト） 不問 2 レジ部 不問 2

販売員（パート） 不問 1 小代区野間谷 ＳＨＴ兵庫㈱ （車載用車載用センサーコア低周波トランス製造） 不問 10
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こんにちは、赤ちゃんお誕生

※このコーナーは、先月（12/24 ～ 1/31）の届出分の内、承諾を得た方

　のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※このコーナーは、先月（12/24 ～ 1/31）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

慎んで、お悔やみ申し上げますご逝去

●役場各課など主な施設の連絡先
役場本庁舎　36・1111( 代表 )
総　務　課　36・1111　　企　画　課　36・1962　　税　務　課　36・1113　　会　計　課　36・4321
町　民　課　36・1110　　健　康　課　36・1114　　福　祉　課　36・1964　　農林水産課　36・0846
観光商工課　36・3355　　建　設　課　36・1961　　上下水道課　36・0420　　議会事務局　36・1963
村岡地域局　94・0321( 代表 )　　小代地域局　97・3111( 代表 )　
教育委員会　94・0101　　香 住 分 室　36・3764　　小 代 分 室　97・3966
公立香住病院　36・1166　　公立村岡病院　94・0111　　香住地域福祉センター　36・4345
香住老人福祉センター　36・5008　　村岡老人福祉センター　98・1000　
小代高齢者生活支援センター　97・2202　　　　　　　　　        　　　（全ての施設の市外局番：0796）

町職員人事異動
●退職（12月 31日付）
西口 知広
（看護師、公立香住病院）
南 悟子
（看護師、公立香住病院）

●異動（1月 1日付）
【主査・主事級】
健康福祉部福祉課　
今西 由貴（健康福祉部健康課）
公立香住病院　
南垣 恵（鳥取県立中央病院派遣）（※カッコ内は旧職）

　この記事につきましては、関係者の皆さんにホームページ上での
公開承諾を得ておりませんので、個人情報保護によりホームページ
上での掲載を控えさせていただきます。
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Town
 News

ま
ち
の
出
来
事

　

村
岡
体
育
館
で
１
月
11
日
、
恒
例
の
「
新
春
ジ
ャ
ン
ボ

書
初
大
会
」
が
行
わ
れ
、
村
岡
区
内
の
小
学
生
25
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
字
の
上
達
を
願
い
、
大
き
な
筆
を
使
い
、

体
全
体
を
使
っ
て
、
１
２
０
㎝
四
方
の
画
仙
紙
い
っ
ぱ
い

に
字
を
書
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
し
い
年
に
向
か
っ
て
元
気
よ
く
進
ん
で
行

け
る
よ
う
に
「
春
の
空 

風
光
る
」
の
６
文
字
が

課
題
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
光
」
の
字
を
書
い
た

長
岡
佑ゆ

か果
さ
ん
（
兎
塚

小
３
年
・
村
岡
区
黒
田
）

は
「
こ
ん
な
大
き
な
紙

に
書
い
た
の
は
初
め
て

で
す
。
難
し
か
っ
た
け

ど
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
な
お
、
入
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

特
別
賞
▼
『
の
』
前
田

和わ

か

ば

佳
葉
（
村
岡
小
１
年
・

村
岡
区
耀
山
）、
特
選
▼

『
る
』
小
西
美み

さ

き

沙
希
（
射

添
小
２
年
・
同
区
山
田
）、

『
光
』
西
田
す
ず
乃
（
兎

塚
小
３
年
・
同
区
日
影
）、

『
空
』
黒
田
美
里
（
兎
塚

小
５
年
・
同
区
宿
）

 

新
春
ジ
ャ
ン
ボ
書
初
め
大
会

  

今
年
も

今
年
も
元
気
い
っ
ぱ
い
に
！

元
気
い
っ
ぱ
い
に
！（

村
岡
区
）

（
村
岡
区
）

▲

力作を手に

　

香
美
町
村
岡
高
齢
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
つ

つ
じ
の
里
」
で
1
月
16

日
、
県
立
村
岡
高
校
の

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（
井
口
頌の

ぶ

ひ

さ久
主
将
（
小
代

区
大
谷
）、
13
人
）
と
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部（
宝

垣
茜
主
将
（
村
岡
区
味

取
）、
11
人
）
が
、
授
業

終
了
後
に
「
村
高
除
雪

隊
」
と
し
て
、
ス
コ
ッ

プ
や
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
を

使
い
、
同
施
設
の
玄
関
前
や
非
常
口
周
辺
な
ど
の
雪
を
取

り
除
く
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

施
設
の
周
り
に
は
１
ｍ
を
超
え
る
積
雪
が
あ
り
、
入
所

者
の
出
入
り
口
や
避
難
路
の
確
保
に
一
役
買
い
ま
し
た
。

　

こ
の
村
高
除
雪
隊
は
、
高
校
生
地
域
貢
献
事
業
の
一
環

で
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
村
岡
支
所
の
要

請
を
受
け
、
同
校
の

生
徒
が
福
祉
施
設
な

ど
の
除
雪
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

高
山
静
菜
さ
ん

（
1
年
生
、
小
代
区
秋

岡
）
は
「
人
の
た
め

に
な
れ
て
、
う
れ
し

い
。
ま
た
、
要
請
が

あ
れ
ば
、
地
域
の
た

め
に
協
力
し
た
い
で

す
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

高
校
生
地
域
貢
献
事
業
「
村
高
除
雪
隊
」
出
動
！

地
域
の
た
め
に
、
人
の
た
め
に

地
域
の
た
め
に
、
人
の
た
め
に

（
村
岡
区
）

（
村
岡
区
）

▲スノーダンプで除雪する生徒たち

▼みんなで頑張りました

沖
浦
区
伝
統
行
事
「
山
の
神
」

無
病
息
災
を
願
い
、
顔
中
墨
だ
ら
け

（
香
住
区
）

（
香
住
区
）

　

「
山
の
神
」
に
１
年
の
無
病

息
災
を
願
う
伝
統
行
事
が
香
住

区
沖
浦
で
１
月
６
日
に
行
わ

れ
、
地
元
の
幼
稚
園
児
か
ら
中

学
３
年
生
ま
で
の
男
子
15
人
と

関
係
者
ら
が
参
拝
。
近
年
は
幼

稚
園
児
か
ら
小
学
校
の
児
童
が

対
象
で
、
中
学
生
の
参
加
は
30

数
年
ぶ
り
の
こ
と
で
し
た
。

　

山
の
神
は
醜
く
し
っ
と
深
い
女
神
で
、
女
人
禁
制
。

子
ど
も
た
ち
も
女
神
の
怒
り
に
触
れ
な
い
よ
う
、
顔
中

に
墨
を
塗
っ
て
お
参
り
し
ま
す
。
今
年
は
念
を
入
れ
、

同
行
し
た
地
元
の
男
性
も
顔
を
墨
で
汚
し
て
の
参
拝
。

お
神み

き酒
や
左
右
大
き
さ
の
異
な
る
わ
ら
じ
（
山
の
神
は

足
の
大
き
さ
が
左
右
異
な
る
た
め
）、
し
め
縄
な
ど
の
お

供
え
物
を
携
え
、「
や
ま
の
か
み
の
お
ま
つ
り
は　

お
お

き
な
お
ま
つ
り
で　

お
お
び
つ
に
い
っ
ぱ
い　

こ
び
つ

に
い
っ
ぱ
い　

あ
ー
ら
め
で
た
や　

あ
と
の
ご
ふ
く
は

た
の
ん
だ
ー
」
と
大
き
な
声
で
唱
え
な
が
ら
、
集
落
を

抜
け
て
約
1
㎞
離
れ
た
ほ
こ
ら
に
お
参
り
し
ま
し
た
。

松
森
亮
太
く
ん

（
柴
山
小
6
年
）

は
「
去
年
よ
り

ま
し
な
顔
で
す
。

み
ん
な
お
も
し

ろ
い
顔
に
な
り

ま
し
た
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

▲

お供え物を手に練り歩く

▲男前にしてはいけません
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余
部
小
学
校
体
育
館
で

1
月
18
日
、
余
部
地
区
福

祉
交
流
会
が
行
わ
れ
、
地

区
の
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
、
福
祉
体
験
や
バ
ザ
ー

を
通
じ
て
、
福
祉
の
心
を

育
み
ま
し
た
。

　

福
祉
体
験
で
は
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
の
指
導

の
下
、
腰
の
悪
い
人
な
ど

が
靴
下
を
簡
単
に
は
く
こ

と
が
で
き
る
器
具
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
用

具
の
使
い
方
を
学
ん
だ
り
、
参
加
者
全
員
で
手
話
で
「
ふ

る
さ
と
」
を
歌
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
バ
ザ
ー
で
は
地
区
内
か
ら
持
ち
寄
っ
た
手
づ
く

り
品
や
生
活
用
品
、
お
で
ん
や
豚
汁
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
同
交
流

会
の
バ
ザ
ー
で
集
ま
っ

た
収
益
金
な
ど
は
、
盲

導
犬
協
会
や
日
本
ユ
ニ

セ
フ
な
ど
に
寄
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

児
童
会
長
の
谷
口

昌ま

さ

と

し駿
く
ん
（
余
部
小
６

年
、
香
住
区
市
午
）
は

「
手
話
や
い
ろ
い
ろ
な

福
祉
の
道
具
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
、
と
て

も
勉
強
に
な
り
、
福
祉

の
心
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

第
4
回
香
美
町
民
ス
キ
ー
大
会

白
銀
の
世
界
に
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
集
う

（
村
岡
区
、
小
代
区
）

▲これはどうやって、使うんだろう？

▼「ふるさと」を手話も使い、みんなで歌いました。

　

香
住
小
学

校
の
校
庭
に

災
害
対
策
本

部
を
構
え
て

1
月
18
日
、

平
成
7
年
に

起

き

た

阪

神
・
淡
路
大

震
災
の
経
験
と
教
訓
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
将
来
の

災
害
に
備
え
、
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

朝
9
時
30
分
に
日
本
海
沿
岸
を
中
心
に
震
度
6
強

の
大
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
。
香
住
小
学
校

の
生
徒
と
香
住
自
治
区
、
西
香
住
区
、
駅
前
区
の
自

主
防
災
組
織
の
ほ
か
、
陸
上
自
衛
隊
、
但
馬
県
民
局
、

美
方
広
域
消
防
本
部
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
関

係
機
関
を
含
め
約
１
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
と
と

も
に
小
学
生
や
住
民
の

皆
さ
ん
が
同
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
避
難
し
、
関

係
地
区
の
自
主
防
災
組

織
に
よ
る
初
期
消
火
訓

練
や
炊
き
出
し
、
但
馬

各
市
町
か
ら
の
応
急
給

水
訓
練
、
小
学
校
の
屋

上
か
ら
の
高
所
救
出
訓

練
な
ど
が
行
わ
れ
、
関

係
機
関
と
の
連
携
や
協

力
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
し
た
。

「
１
・
17
は
忘
れ
な
い
」
地
域
防
災
訓
練

将
来
の
災
害
に
備
え
、
避
難
訓
練

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
香
住
区
）

（
香
住
区
）

  

快
晴
の
1
月
25
日
、
町
内
の

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
63
人

が
出
場
し
た
第
4
回
香
美
町

民
ス
キ
ー
大
会
。
ハ
チ
北
高

原
ス
キ
ー
場
で
ア
ル
ペ
ン
が
、

お
じ
ろ
ス
キ
ー
場
で
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
各
部
門
の
優
勝
者
は

次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

【
ア
ル
ペ
ン
】
小
学
１
・
２
年

男
子
▼
明あ

け

ぼ

の

保
能 

弘
こ

う

し

ょ

う翔
（
小
代

小
2
年
）、
同
女
子
▼ 

前
垣 

璃り

こ子
（
小
代
小
2
年
）、
小
学

３
・
４
年
男
子
▼
川
戸 

浩ひ

ろ

き輝
（
小
代
小
４
年
）、
同
女
子
▼ 

西
谷 

彩
（
兎
塚
小
４
年
）、
小
学
５
・
６
年
男
子
▼
川
戸 

将ま

さ

と

し稔
（
小
代
小
6
年
）、
同
女
子
▼ 

小
谷 

美み

お王
（
兎
塚
小

6
年
）、
中
学
男
子
▼
西
谷 

勇
祐
（
兎
塚
中
3
年
）、
同
女

子
▼ 

小
谷 

巴と

も

か香
（
兎
塚
中
2
年
）、
高
校
〜
24
歳
男
子
▼

板
坂 

愁
平
（
村
岡
区
福
岡
）、
35
〜
44
歳
男
子
▼
長
岡 

尚

男
（
村
岡
区
黒
田
）、
45

〜
54
歳
男
子
▼
家か

げ

ん現 

孝

晴
（
村
岡
区
高
井
）、
55

歳
以
上
男
子
▼
田
中 

徹

（
村
岡
区
板
仕
野
）

【
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
】

小
学
５
・
６
年
男
子
▼
小

林 

和
光
（
小
代
小
6
年
）、

中
学
男
子
▼
西
村 

康
平

（
小
代
中
3
年
）、
同
女
子

▼ 

西
口 

玲
子
（
兎
塚
中

2
年
）、
高
校
生
以
上
男

子
▼
井
上 

倫と

も

か

ず和
（
小
代
区

神
水
）、
同
女
子
▼
吉
岡 

実
奈
美
（
小
代
区
秋
岡
）

第
15
回 

余
部
地
区
福
祉
交
流
会

や
さ
し
さ
を
見
つ
け
よ
う
！（

香
住
区
）

▼アルペン競技出場者の皆さん

▲自主防災組織の避難訓練

▼炊き出し体験

▲雪山のマラソン！クロスカントリー
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今
年
は
２
８
８
人
の
皆
さ
ん
が
、
成
人
式
と

い
う
一
つ
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
10
年
前
に
私
が
担
当
の
1
人
と

し
て
開
い
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
参
加
者
の

姿
も
あ
り
、
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
呼
び
方
で
声
を

か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
が
少
し
緊
張
す

る
く
ら
い
に
大
人
に
な
っ
た
彼
ら
に
圧
倒
さ
れ

つ
つ
、「
お
め
で
と
う
」。
懐
か
し
さ
と
驚
き
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

成
人
式
は
、
少
し
硬
い
式
典
で
も
あ
り
ま
す

が
、
気
を
許
せ
る
幼
な
じ
み
が
久
し
ぶ
り
に
集

う
よ
い
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
学
生
生
活
真
っ

只
中
の
人
、
す
で
に
働
い
て
い
る
人
…
、
そ
れ

ぞ
れ
の
「
20
歳
」。
ふ
る
さ
と
を
離
れ
、
社
会
に

出
て
、
少
し
気
を
張
っ
て
人
生
を
歩
ん
で
い
る

皆
さ
ん
が
、
肩
の
力
を
抜
い
て
あ
り
の
ま
ま
の

自
分
で
い
ら
れ
る
仲
間
と
の
再
会
。
思
わ
ず
こ

ぼ
れ
る
笑
顔
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
こ
の
笑
顔

が
、〝
ふ
る
さ
と
〞
の
す
ば
ら
し
さ
を
表
し
て
い

た
気
が
し
ま
す
。

　

が
ん
ば
れ
！

二
十
歳
の
皆
さ
ん
。　

（
今
西
）
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★★
キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

まちのうごき
（平成 21年 1月 1日現在）

合　計　21,650 人（－ 32）

　男　　10,284 人（－ 11）

　女　　11,366 人（－ 21）

世帯数  6,940 世帯（－ 12）
カッコ内は前月比

ふるさとの魅力を訪ねてふるさとの魅力を訪ねて

 余部地区
　余部地区は、市

い ち ご

午、梶
た で わ ら

原、浜
は ま

、西
に し

、御
み さ き

崎、

鎧
よろい

からなります。
　町の北西に位置するこの地区は現在、余部
鉄橋の架け替え工事と地域高規格道路鳥取豊
岡宮津自動車道（「余部道路」）の工事が着々
と進み、地区の姿が大きく変わろうとしてい
ます。余部鉄橋は平成 22 年秋に新橋へ架け替
えられる予定で、余部道路は平成 22 年度中に
は開通する予定です。特に近代土木遺産とし
ても大変貴重で、本町を代表する観光資源で
もある余部鉄橋の架け替えが決定してからは、
その雄姿を一目見ようと、全国から大勢の観
光客が詰めかけています。
  光源の位置が日本一高い余部埼灯台のある
御崎は、毎年 1月 28 日に開催される「百手の
儀式」をはじめ、平家落人伝説の郷として大
変有名です。
　今年 1月に国の「記録作成等の措置を講ず
べき無形の民俗文化財」（国選択無形民俗文
化財）に選ばれた「但馬の麒

き り ん

麟獅子舞」の伝
承地の一つで、ＮＨＫの連続テレビ小説『ふ
たりっ子』のロケ地にもなった鎧区では、毎
年ゴールデンウィークに鎧港の上空におよそ
100 匹の鯉のぼりが揚げられ、町内外から多
くの見物客が訪れます。
　地域の取り組みとしては、次代を担う子ど
もたちのために、自然を生かし、うるおいと
やすらぎのある「心のふるさと」を創造しよ
うと、当時の区長会などが中心となり、平成
元年からアセビ谷渓谷で「アセビ谷不動尊ま
つり」を開催。毎年、ハイキングや魚つかみ、
バーベキューなどが行われ、地区民のよき交
流の場となっています。降雨後などに、国道
からこのアセビ谷を望むと、落差約 100 ｍの
「大滝」を見ることができます。
　また、地区を挙げて福祉の心を育てようと
毎年、余部地区福祉交流会が開催され、さま
ざまな福祉体験やバザーを通じ、福祉につい
ての理解を深める取り組みが行われています。
（本紙 19 ページに関連記事あり）

　　　◆地区の世帯数と人口 (H21.1.1 現在　町民課調べ )

区　名 世帯数
人口

男 女 計

市　午 43 72 73 145

梶　原 18 36 39 75

浜 62 105 120 225

合　計 257 429 493 922

区　名 世帯数
人口

男 女 計

西 56 82 113 195

御　崎 18 37 37 74

鎧 60 97 111 208

　　　　　　　　　　
　　　　●　　　　●
　　
余部小学校余部小学校

余部道路（工事中）

余部道路（工事中）

御崎御崎

浜浜

梶原梶原

鎧鎧

市午市午

西西
至香住至香住

至新温泉町至新温泉町

余部埼灯台余部埼灯台

●●

●余部鉄橋●余部鉄橋

余部鉄橋余部鉄橋

鎧湾に泳ぐ鯉のぼり鎧湾に泳ぐ鯉のぼり

窓
島
（
め
が
ね
島
）
●

窓
島
（
め
が
ね
島
）
●

●
釣
鐘
洞
門

●
釣
鐘
洞
門

余部埼灯台祭り余部埼灯台祭り

麒麟獅子舞麒麟獅子舞

アセビ谷不動尊まつりアセビ谷不動尊まつり


